
1火にかける前にひき肉に酒大さじ２杯と一升漬大
さじ２杯をからませておきます。最初に溶き卵をい
ため７分ほど火が通ったら別の皿に取っておきます。

2ひき肉をいため、火が通ったらきざんだネギとシ
イタケ（あれば干しエビもあいます）を入れ、少し
いためてご飯を入れます。

3ご飯が温まったら卵を戻し、日本酒を大さじ２杯
入れます。パラパラに仕上げるためにはあおり（フ

ライパンを上下に揺すり水分をとばす）をしっかり。
味は塩で調節してください。

3火をとめて一口大にちぎったレタスを入れてさら
にあおります。皿に盛ったら一升漬を添えていただ
きます。一升漬は作る人によって辛さ、しょっぱさ
が異なりますので、お好みで量を加減してください。

夏休みも間近。手軽な昼食におすすめの料理です。一升漬は火を通すと味が変わりますので下味のほかは、食べると
きに好きな量をかけて食べるのがポイント。レタスは余熱だけで調理して、歯ごたえを残します。

材料（2人前）
・ご飯 ………茶わん２杯分
・ひき肉 ……150g
・レタス ……約１/４個
・シイタケ …２枚
・ネギ ………１本
・卵 …………１個
・一升漬 ……大さじ２（下味用）
・塩・酒・油 …適宜
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皆さんからのアイディア料理募集しています。地元の素材
を使った自慢の料理を顔写真入りで紹介します。申込は下
記「紫波ネット表紙料理」係まで



８月４日から町で行われるインターハイ自転車競技大会。正式名は全国高

等学校総合体育大会です。これだけ大規模な大会が町で開催されるのは、岩

手国体自転車競技大会（昭和45年）、１回目のインターハイ（昭和47年）以

来のことです。

この大会の主役は、いうまでもなく選手と高校生。力一杯がんばるその姿

を町民あげて応援し、みんなの力を合わせこのインターハイを成功に導くこ

とが大切です。

この期間中、全国からたくさんの方がこの町を訪れます。遠来した人たち

を心から祝福する歓迎ムードをつくることが、私たち町民の役割ではないで

しょうか。このことは「自転車の町・紫波」とともに、「心に残る町・紫波」

を全国にアピールすることにもつながっていきます。

立派な看板や派手なパフォーマンスで歓迎という手段もありますが、質素

ながらもあたたかい心で出迎え、「よかった」と思われることが真の大会の

成功といえます。また実際に競技場に足を運び、選手に声援を送ることも大

会へ参加する方法のひとつ。みんなでどんどん応援にいきましょう。

ところでみなさんは、自転車競技の種目やルールについてどの程度ご存じ

でしょうか。ここではインターハイ直前の情報とともに、競技のプログラム

や観戦の方法、見どころなどを紹介していきます。
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スタンドを清掃（岩手銀行紫波支店）

プランターに花植えプランターに花植え（（紫波１中紫波１中））沿道の飾りつけ（紫波高校父母の会）

金山太鼓（ ）
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←競技のプログラムは次ページを
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う
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ろ
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も
に

8月4日（水）午後3:00～
開会式
場所 町総合体育館

8月5日（木）～7日（土）
午前8:30～
トラック・レース
場所 紫波自転車競技場

8月8日（日）午前9:00～
ロード・レース
場所 紫波町西部周回コース
（スタートとフィニッシュ
は紫波自転車競技場）

8月8日（日）午後2:00～
閉会式
場所 町総合体育館

大 会 日 程

アトラクションは金山太鼓

看板を設置。大会実行委員会もにわかに活気を帯びてきた

3 S H I W A  N E T



紫波ネット 4

1スプリント予選 8:30
2４㎞速度競走予選 9:40
3スプリント１回戦 10:40
4エリミネイション・レース予選 11:15
5スプリント１回戦敗者復活戦 12:05
6３㎞インディヴィデュアル・パーシュート予選 12:20
7スプリント１／８決勝 14:00
8スプリント13～18位決定戦 14:25
9ポイント・レース予選 14:35
0スプリント１／８決勝敗者復活戦 16:05
Q４㎞速度競走準決勝 16:15
W３㎞インディヴィデュアル・パーシュート準決勝 16:40

E４㎞チーム・パーシュート予選 8:30
Rオリンピック・スプリント予選 10:50
Tスプリント９～12位決定戦 12:00
Yスプリント１／４決勝 12:10
U１㎞タイム・トライアル決勝 12:50
I３㎞インディヴィデュアル・パーシュート決勝 14:00
Oスプリント１／２決勝 14:10
P４㎞チーム・パーシュート準決勝 14:55
Aオリンピック・スプリント準決勝 15:15

S４㎞チーム・パーシュート決勝 8:30

Dオリンピック・スプリント決勝 8:40

F４㎞速度競走決勝 9:00

Gエリミネーション・レース決勝 9:10

Hポイント・レース決勝 10:15

Jスプリント決勝順位決定戦 10:55

の楽しみ方の楽しみ方
トラック・レース

8月5日（木）～7日（土）
昨年新しくなった紫波自転車競技場を舞台にダイナミッ

クなレースが展開されます。競技種目が多いので、ここで
はプログラムと簡単なルールの解説をします。

☆１㎞タイム・トライヤル
１周333.3ｍのトラックをいかに早く３周するかを競う。トラ
ックのホームとバックからそれぞれ１人ずつ同時にスタート。
☆スプリント
トラック３周の距離で競われ、２～４人の選手が同時にスタート。
選手同志のけん制など手に汗握る駆け引きが見られる。
☆４㎞速度競走
12周の距離を8～12人の選手で競われる。選手の風圧を避ける
テクニックと駆け引きが見物。
☆エリミネイション・レース
16～20人程度で競われる。１周ごとに最後尾の選手が失格して
いき、残った者が決勝へ。決勝は残った順番で順位を決定する。
☆ポイントレース
19～24人で６周ごとのライン通過順のポイントを競う。決勝で
は24㎞の持久戦。残りの周回などを計算しレースを展開する。
☆３㎞インディヴィデュアル・パーシュート
２人の選手がホームとバックを同時スタートし９周のタイムを競
う。途中で追い抜かれると失格。選手にとって苦しく孤独な競技。
☆４㎞チーム・パーシュート
２チームがホームとバックを同時スタートし12周の間に相手を
追い抜こうとする競技。勝敗は追い抜きか３番目の選手のタイム。
☆オリンピック・スプリント
３人のチームがホームとバックを同時スタートし１周ごとに先頭
の選手が離脱。３周目で残った選手がゴールしたタイムを競う。

第
一
日
目
　
８
月
５
日（
木
）

競技プログラム

第
二
日
目
　
８
月
６
日（
金
）

第
三
日
目
８
月
７
日（
土
）

鷹木 真吾さん
３年生（紫波三中出身）
１Ｋｍタイム・トライヤル、
オリンピック・スプリント、

ロード・レース
「春の全国選抜大会優勝に続い
て、二連覇を狙いたいです」

黒沢 博幸さん
３年生（雫石中出身）

オリンピック・スプリント、
ロード・レース

「地元の期待に応えられるよう
にベストをつくしたいです」

村上 晴輝さん
３年生（紫波一中出身）

ロード・レース

「地元開催のこの大会で
上位入賞を狙いたいです」

戸塚 孝廣さん
３年生（紫波一中出身）

エリミネイション・レース、
ロード・レース

「入賞できるように
一生懸命がんばります」

解説 競 技 の 見 か た

※さらに詳しくは、教育委員会ホームページで。 http://www.rnac.ne.jp/~siwakyoi/

紫
波
高
の

選
手
ご
紹
介
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動
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自転車競技自転車競技
ロード・レース
8月8日（日）午前9時スタート
適度な幅員と起伏を生かした西部周回コースは理想的な

コースとして知られています。１周約28㎞を３周。スタ
ートとフィニッシュは紫波自転車競技場です。

佐藤 友和さん
２年生（石鳥谷中出身）

ポイント・レース、オリンピッ
ク・スプリント、ロード・レース

「高校生の最高の舞台・インタ
ーハイで入賞したいです」

熊谷 健吾さん
２年生（矢巾中出身）

スプリント、
オリンピック・スプリント

「トップレベルのこの大会で
自分の力を試したいです」

前川 宜朗さん
３年生（紫波二中出身）

トラック・ロード　リザーブ

「ベストをつくして
がんばりたいです」

傾斜がこんなにきついとは！
競技場のコーナーを試しに登ってみまし

た。滑り落ちそうな恐怖感が味わえます。聞
けば35°近くもあるのだとか。ここを自転車

で走るなんてとても信じられません。

一般にロード・レースといわれ、１チーム４人で編成。30～60秒間隔で
順次スタート、85.2㎞を疾走し、先頭から３番目の選手のタイムで順位を
決定する。突出した１人よりチームワークが要求される競技。

解説 チーム・タイム・トライアル・ロード・レース

PONT.2
下り坂のスピード
カーブ。転倒しな
いよう気をつけて

PONT.3
勝敗を分けるか、
このコース
最大の登坂区間

PONT.4
アップダウンの
連続する
山間コース

PONT.1
整備された街路
コース。たくさ
んの見物客が
予想される

PONT.6
テクニックが
要求される、
みどころの
Ｓ字カーブ

PONT.5
最もスピード
（70㎞/h）の
乗るダウンヒル
コース

※当日は交通規制が行われ

ますので、お出かけの際

はご注意ください。

詳しくは7ページを。

N



紫波ネット 6

彦部小学校６年生からエール
橘弘敬くん、作山春香さん、橋本洋介くん

「学校を帰るとき、紫波高校の選手が練習して

いる姿をよく見ます。走っているときは、と

ても速くみえます。高校総体ではベストをつ

くしてがんばってください」

紫波高校自転車競技部ＯＢ
佐々木一昭さん

「今年に入ってからの全国大会や県大会のレー

ス記録を見ても、インターハイで優勝や入賞

を十分狙えるタイムだと思います。地元開催

という地の利を生かし、指導者のアドバイス

を参考にしてがんばってください」

プロフィール：早稲田大学在学中ソウルオリンピックに出場。
現在は競輪のプロ選手として活躍中。紫波町在住。

「現在エントリーする女子選手が少なく、女子の

種目もないのでインターハイに出ることはできま

せんが、選手をサポートし大会に貢献することが

自分の役割だと思っています。選手が競技しやす

いように気遣い、そしてこのインターハイを大成

功させたいと願っています。みんなファイト！」

紫波一中１年生を代表して
及川幸恵さん（上段中央）

「紫波高校自転車競技部選手の皆さんへ。練習を

見てとても大変そうだなと思います。自分の持っ

ている力を出しきって走れるようがんばってくだ

さい。精いっぱい応援します。紫波一中では、遠

くから紫波を訪れる人を笑顔で迎えたいと、みん

なで植えた花のプランターを飾ります」

紫波高校自転車競技部（２年生）
遠山　恵さん

Y E L L「応援します」
紫波高校の選手へ

◇花のＰＲステッカー
花いっぱいで歓迎ムードを高めるため、

駅や沿道、商店街にステッカーを貼った

花のプランター1,600個が置かれます。

今大会のキャッチフレーズを印刷

した割りばし入れ7,000枚が、町内

と矢巾町の飲食店や宿に配られて

います。食事の際にもＰＲ。

町内の全小中学校が、全国の選手やコー

チ800人へ熱い応援のメッセージを伝えて

います。選手団にとって、心に残る思い

出になることを願って。

◇全国の選手に
まごころメール ◇割りばし入れにも

ＰＲ

グ
ッ
ズ 

あ 

れ 

れ 

こ 
 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ 

PR
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シヤトルバス 
運行経路 ● 

N

至盛岡 

シヤトルバス 
運行経路 

自転車ロード・レース競技の交通規制

全面車両通行規制のお知らせ
平成11年8月8日（日）

午前8時30分～午前11時30分頃まで
大会当日は、ロード・レースコースとコースに交差する道路は全て通行が
規制されます。車両の通行や横断ができませんので、ご協力願います。

問い合せ先
紫波町

実行委員会事務局
（総合体育館内）

1672－4879

1スタート・フィニッシュ

2紫波高校

3紫波高校農場

4水分児童館（第1関門所）

5ききょう荘

6上平沢交差点

7熊谷牧場（第2関門所）

8越田

【自転車競技場←→JAいわて中央本所←→紫波中央駅】
をシャトルバスを運行します

自転車競技場付近は、一般車両の駐車が可能ですが混雑も予想されます。満車の
場合はJAいわて中央本所が臨時の駐車場になります。期間中は次の経路でシャトル
バスを運行しますのでご利用ください。

ロードレース平面図

競技コース内

車両通行禁止
駐車禁止



新議員の皆さん
新議員の26人を立候補届出順に紹介

【敬称略にて氏名、党派、現職・新人の別、当選回数、住所、年齢の順で掲載】

紫波ネット 8

新
た
な
町
の
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た

中村　直嗣 なかむら　なおし 無 所 属 現 ２回 遠山字上小深田 64歳

鷹觜　守司 たかのはし　もりじ 無 所 属 現 ２回 片寄字野畑 52歳

佐々木　教明 ささき　のりあき 無 所 属 現 ３回 佐比内字山崎 50歳

鈴木　勝見 すずき　かつみ 無 所 属 新 初 日詰字郡山駅 61歳

田森　悠太郎 たもり　ゆうたろう 無 所 属 新 初 高水寺字稲村 53歳

新里　哲之 にいさと　てつゆき 無 所 属 新 初 稲藤字新里 53歳

村上　充 むらかみ　みつる 日本共産党 現 ８回 日詰字朝日田 59歳

本野　喜信 ほんの　よしのぶ 無 所 属 現 ３回 日詰字東裏 52歳

大沼　秀一 おおぬま　しゅういち 無 所 属 現 ３回 南日詰字下川原 63歳

内村　正義 うちむら　まさよし 社会民主党 現 ４回 彦部字姉市 44歳

照井　利継 てるい　としつぐ 無 所 属 現 ２回 平沢字四折 49歳

菅原　武信 すがわら　たけのぶ 無 所 属 現 ２回 二日町字田中前 71歳

横澤　敏男 よこさわ　としお 無 所 属 現 ２回 東長岡字上大平 51歳

藤原　恵子 ふじわら　けいこ 公 明 党 新 初 平沢字越場 46歳

田村　勝則 たむら　かつのり 無 所 属 現 ３回 桜町字本町川原 43歳

熊谷　哲司 くまがい　てつじ 無 所 属 現 ６回 片寄字漆原 67歳

阿部　王洋 あべ　きみひろ 無 所 属 現 ４回 星山字間野村 46歳

工藤　眞巨 くどう　まさを 無 所 属 現 ３回 船久保字小屋敷 62歳

岡田　尚冶 おかだ　なおじ 無 所 属 現 ２回 中島字前郷 56歳

野崎　生一 のざき　せいいち 無 所 属 現 ２回 北日詰字下藪 67歳

佐々木　雅博 ささき　まさひろ 無 所 属 現 ３回 中島字樋ノ口 45歳

鷹木　完夫 たかき　さだお 無 所 属 現 ２回 上松本字柿田 63歳

須川　敏昭 すかわ　としあき 無 所 属 新 初 宮手字久々舘 47歳

細川　昭一郎 ほそかわ　しょういちろう 無 所 属 現 ５回 片寄字中島 66歳

武田　平八 たけだ　へいはち 無 所 属 現 ４回 日詰字東裏 47歳

小田島　英二 おだしま　えいじ 無 所 属 現 ２回 上平沢字八幡 59歳

二
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
代
表
者

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
六
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員

選
挙
で
新
た
な
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
二
十
六
人
の
新
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
七
月
十
七
日

か
ら
四
年
の
任
期
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
は
、
も
っ
と
も
身
近
な
私
た
ち
の
代
表
者
。
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町議会議員選挙
結果2

６月29日、１人ひとりに当選証書が手渡されました

投票率（全体）81.65％
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生
活
に

欠
か
せ
な
い
水
道

水
道
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水

を
、
安
全
で
安
定
的
に
供
給
し
て
い
る

の
が
水
道
事
業
所
で
す
。

水
道
事
業
は
公
営
企
業
と
し
て
、

町
の
予
算
と
は
別
の
企
業
会
計
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
営
業
収
益
を
そ
の

ま
ま
営
業
費
用
に
充
て
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

紫
波
町
で
は
、
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
世
帯
が
水
道
に
加
入
し
て
い
て
、

一
日
平
均
約
九
千
ト
ン
の
水
が
供
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
事
業
の
普
及
、
人
口
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
年
々
水
道
の
使
用
量
が
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
水
道
は
消

火
栓
に
も
供
給
さ
れ
、
万
が
一
の
場
合

に
備
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
に
も
限
り
が
あ
り
ま

す
。
水
源
が
汚
染
さ
れ
た
り
す
る
と

そ
の
水
は
皆
さ
ん
に
供
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

日
本
は
水
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
日
本

人
は
水
に
対
す
る
具
体
的
な
危
機
感
が

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
源
地

周
辺
も
含
め
、
紫
波
町
の
自
然
環
境
を

守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

漏
水
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

漏
水
は
貴
重
な
水
道
水
を
失
う
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宅
地
内
で
水
道
管
が
破
損
し
大
量

の
水
が
漏
水
し
た
場
合
、
そ
の
水
道

料
金
が
皆
さ
ん
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

検
針
の
際
に
お
知
ら
せ
す
る
『
水
道

使
用
量
の
お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
に
な

り
、
使
用
量
の
異
常
な
増
加
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
事
業
所
で
は
、
皆
さ
ん
の

家
庭
内
の
漏
水
や
異
常
な
ど
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
有

線
、
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

1
６
７
２
‐
２
１
１
１

内
線
４
２
２
〜
４
２
５

有
線
０
１
‐
８
９
５
１

施設制御盤を監視する職員宅地内での漏水調査

水を大切に使いましょう

～ 水 道 事 業 所 か ら の お 知 ら せ ～



もちモチ王国・紫波ひめ隊は、「日

本一のヒメノモチ生産団地の町・紫

波町」を町内外に情報発信していく

ために昨年12月に結成されました。

現在は、有志のほか町農業振興協

議会の生活改善部会員、町や農協職員

などにより活動を進めています。

紫波ひめ隊では、多くの町民の皆

さんの協力を得て、さらに積極的な

活動を進めるため、隊の部門ごとに

グループ、個人を募集します。皆さ

んの参加をお待ちしています。

X応募資格者 町在住の人

X応募方法 郵送、FAX、持参など

電話以外ならどんな方法でも結構で

す。個人の場合は住所、氏名、職業、

連絡先を明記。グループの場合は、

代表者名（グループ名がある場合は

記載してください）を明記

X問合せ・応募先 農林課内・もち

モチ王国・紫波ひめ隊事務局宛

（〒028-3390 日詰字西裏23-１、

1672-2111 内線332 有線01-

8931 6672-2311）

X期限 ８月31日（火）

X備考　出動していただいた方々に

は、隊の取り決めによる旅費を支給

します

岩手ゴルフ倶楽部
ク ラ ブ

新山コースで行

われる、紫波町民チャリティゴルフ

大会の出場者を、次のとおり募集し

ます。

X日時 ８月22日（日）、午前７：

00スタート

X参加費 2,000円（昼食・ワンドリ

ンク付き。ほかにプレー代15,000円）

Xチャリティ募金 ショートホール

でのワンオンはずし、指定ホールで

のフェアウェイはずしの場合、募金

をお願いします

X定員 先着220名

X申込締切 ８月６日（金）

X問合せ 町商工会事務局1672-

2244 有線01-2966 企画課観光係

1672-2111 内線325 有線01-

8891

募集の
種類

もちモチ
王国・
紫波ひめ隊

宮古税関支署では、終戦当時引き

上げてきた皆さんから預かっている

通貨・証券などをお返ししています。

返還の申し出は、本人だけでなく家

族の人でも結構です。

X返還対象　●終戦後、外地から引き

揚げてきた人が上陸地の税関、海運

局に預けられた通貨・証券など　●

外地の集結地の領事館などに預けた

証券などのうち、日本に送り返され

たもの

X問合せ 宮古税関支署10193-62-6559

紫波ネット 10

終戦当時の引揚者へ
通貨・証券などの返還

募集！
コーナー
～レジャー＆
グループ編～

もちつき唄の踊りと試食提供のお手伝い。構成人数は６人
以上で自由ですが、１出動の員数は６人か８人が主です。
ただし「一八」を含める場合は１人プラス。主な衣装は隊
のものを使用しますが、足袋、草履は自前となります。踊
りは指導します

もち米の浸し、蒸し、あらかじめの調理、現場での試食提
供。４人で１グループを原則とします

口上役（司会）、唄、三味線、笛、小太鼓などの特技があ
り参加してみたいと思う個人

踊
り
隊

調
理
隊

お
は
や
し

もちモチ王国・紫波ひめ隊
隊員大募集

岩手ゴルフ倶楽部で
チャリティゴルフ大会

平成13年４月１日から常時10人未満の労働者がいる商業、映画・演劇業（映

画の制作事業は除く）、保健衛生業、接客娯楽業の事業所を対象として、週44時

間、１日８時間労働の労働基準法が施行されます。この新水準に円滑に移行す
るため、労働基準局では奨励金制度などを今年４月１日から行っています。

●労働時間の短縮奨励金

商業・サービス業の事業主で、平成13年３月31日までに省力化投資、労働

者雇用などを行い１週間の労働時間を１時間以上短縮・44時間以下にした場

合、次の奨励金が支給されます。

【省力化投資（150万円以上）か新規雇い入れの場合50万円、コンサルタント

活用の場合は上限を10万円とした実費】

※傘下の商業・サービス業事業所に対して短縮促進を行った場合にも、要した
額により助成金の支給があります。詳しくは岩手労働基準局1625-3361に問

い合わせてください。

10人未満の従業員がいる商業・サービス業に助成措置
平成13年４月１日から施行の週44時間制施行を前に

※応募が多数となった場合は、順番の出動となります



～高齢者地域促進センターから～経験豊富な会員が皆さんをお手伝い

こんな仕事をしてほしいときご連絡ください
◆家のまわりの草取り
◆清掃作業・ガラスふき
◆公園の清掃や草刈り
◆農作業・物置場の整理
◆包装・こん包作業・引越手伝い

◆大工仕事（修理・修繕など）
◆ペンキ塗り
◆植木の手入れ
◆網戸の張り替え

◆書類や伝票の整理
◆経理事務、受付事務
◆帳簿管理
◆自治公民館などの管理

◆封筒、はがきのあて名書き
◆感謝状、賞状などの毛筆

◆家事・福祉の補助援助
◆観光案内

屋
内
外
の

一
般
軽
作
業
技
術
を
必
要

と
す
る
も
の

事
務
、
外
交
、

折
衝
な
ど

毛
筆
、

筆
耕
な
ど

そ
の

ほ
か

1時間当たり
700～850円

1時間当たり
800～850円

1時間当たり
700円～

賞状B4サイズ
毛筆1枚
1,000円など

1時間当たり
700円～

仕
事
の
一
例

※
希
望
の
仕
事
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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日詰商店街を会場に、７月から10月

までの毎月１回「平太くんのなんで

もバザールin 日詰」が開催されます。

農・海産物の直売や各種イベント

など大人から子どもまで楽しめる内

容が盛りだくさん。お誘い合わせの

上、ぜひお越しください。

X日時 ７月24日（土）午前11：00～

午後５：00

X場所 日詰商店街

X主な内容 農産物産地直送フェア、

大活魚市、グルメ万博、サッカーナイ

ン大会、フリーマーケット、大抽選会

文部省では、病気などの理由で中学

校などを卒業できなかった人に、中学

校卒業程度認定試験を行います。これ

は中学校卒業程度の学力があるかど

うか認定するための試験で、合格者に

は高校入学の資格が与えられます。

X願書受付期間・場所 ８月２日（月）

～９月１日（水）・岩手県教育委員会

X試験日 11月５日（金）

X問合せ 町教育委員会総務学事課

1672-3362 有線01-8941

東京都では東京空襲の犠牲者を追

悼し、平和を願うため、名簿を作成

します。遺族や心当たりのある人は

連絡をお願いします。

X名簿掲載対象者 東京の空襲（昭和

17年４月18日～昭和20年８月15日）で

亡くなった人（空襲による負傷など

が原因で亡くなった人を含む）

X連絡内容と方法 平成12年５月31日

までにはがき、手紙、ファックスで

【亡くなった人の氏名（ふりがなも）、

性別、年齢、死亡年月日、死亡場所】と

【申込者の氏名、住所、電話、亡くな

った人との関係】を記入し、次の場

所にお送りください。

〒163-8001 東京都生活文化局コミ

ュニティ文化部「東京空襲犠牲者名簿

担当」（603-5388-1336）

X備考 連絡いただいた内容は、名簿

の記録・作成のみに使用します。な

お軍人、軍属だった人は、東京都戦

没者霊苑で、慰霊・追悼しています

X問合せ 東京都生活文化局コミュニ

ティ文化部振興計画課103-5388-3141

紫波町役場1672-2111

平太くんのなんでも
バザール in 日詰を開催

高齢者地域活動促進センターでは、仕事や手伝いを
希望する事業所・家庭などに会員（高齢者）を派遣し
ています。

●高齢者の長年の経験や技能をいかした仕事●

●気軽に安心して頼める手伝い●

●短時間の仕事●

などの仕事ができる人を希望する場合は、下記に申し
込んでください。具体的な仕事については右の表にま
とめましたが、それ以外の人材をお探しの場合も、気
軽にご連絡ください。

◆問合せ・申込

高齢者地域活動促進センター（二日町字古館356-1）

1672-1274（ファックスも同じ）

※会員の入会も随時受け付けています。健康で働

く意欲のある高齢者（おおむね60歳以上）はご連

絡ください。

事情があり卒業できなかっ
た人に卒業程度認定試験

追悼と平和を願うため
東京空襲犠牲者の名簿作成

地域振興券使用は８月31日まで
紫波町地域振興券の使用期限は、今年８月31日までとなっています。期限を

過ぎると振興券による取引は一切できなくなります。交付対象者で未使用の
券をお持ちの人は早めのご利用をお願いします。
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みんなで清掃きれいな町を！【町・町衛生組合連合会から一斉清掃のお知らせ】

第2回　クリーン紫波運動の日＜8月1日（午前6:00～7:00）＞
◆道路や水路、公園などに散らばっているごみを拾い、きれいな町にしてお盆を迎えましょう◆

◆各家庭から1名以上の参加をお願いします◆
◆清掃作業中の交通事故などには十分注意してください◆

実施場所などについては地区の行政区長、衛生区長の指示により実施してください

町教育委員会では、次の条件でス

クールバスの運転手を募集していま

す。応募希望者は履歴書と運転記録

証明書（自動車安全運転センター発

行）を添えて７月27日（火）までに

教育委員会総務学事課へ申し込んで

ください。

X資格 大型二種免許

X年齢 平成12年４月１日現在で63

歳未満であること

X問合せ 総務学事課学校教育係

1672-3362 有線01-8941

平成12年度に採用する町職員を次

のとおり募集します。

X職種と採用予定人員 ●一般事務

職＝若干名　●一般事務職（職務経

験者）＝若干名

X受験資格 ●一般事務職＝昭和50

年４月２日から昭和57年４月１日ま

でに生まれた人で、高校以上を卒業

した人または平成12年３月31日まで

に卒業見込みの人　●一般事務職

（職務経験者）＝昭和44年４月２日

以降に生まれた人で、民間企業など

における職務経験が５年以上ある人

（平成12年３月31日までに通算５年

に達する見込みの人を含む）

X試験 ９月19日（日）、午前10：

15から岩手県立大学で実施

X申込 ７月19日（月）～８月23日

（月）まで（郵送の場合は８月23日

必着）

X問合せ 総務課職員係1 672-

2111・内線237・238 有線01-2825

防衛庁（自衛隊）では、来春の高

校卒業予定者を主対象に、陸・海・

空自衛官と各種学生を下表のとおり

募集します。

X問合せ 自衛隊盛岡募集案内所

1641-5191 生活環境課1672-

2111・内線153 有線01-8901

紫波二中のスクール
バス運転手を募集 来春高校卒業予定者

対象の自衛官募集

平成12年度採用の
町職員を募集

曹候補学生および曹候補士
（陸・海・空）【男子・女子】

８月２日～９月10日

２等陸・海・空士
男子は年間を通じ
女子は８月２日～９月10日

９月18日

９月下旬

航空学生（海・空） ８月２日～９月10日 ９月23日

防衛大学校 ９月14日～10月13日 11月13～14日

防衛医科大学校 ９月14日～10月13日 11月６～７日

看護学生（女子のみ） ９月14日～10月13日 10月28日

募集種別 受付期間 採用試験時期

自衛官と各種学生の募集内容

開館20周年を記念して、勤労青少年ホームの愛称とシンボ

ルマークを募集します。今後も「若者の集う施設」として愛
されるような作品をご応募ください。

◆規定　勤労青少年の交流・親睦の場として印象づける愛
称・シンボルマーク

◆応募資格 だれでも、何点でも応募できます

◆応募方法 官製はがきかファックスで【作品説明を付けた
愛称またはシンボルマークデザイン、住所、氏名、電話番号】
を記載し応募

◆応募締切 ８月31日（火）

◆応募先・問合せ 勤労青少年ホーム　1676-2344 6672-

2311 〒028-3306 紫波町日詰西一丁目2-14

募集！
コーナー
～作品編～

皆さんに親しまれて20年

勤労青少年ホームの愛称とシンボルデザインを募集

募集！
コーナー
～職業編～
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紫波町役場1672-2111

東北電力から
お客さま窓口の変更のお知らせ

日頃は、格別のお引き立てをいただき、まことにありが

とうございます。

さてこのたび東北電力では、平成11年８月１日より
紫波サービスセンターを廃止することになりました。

つきましては、これまで紫波サービスセンターで行って

まいりました業務につきましては、盛岡営業所でうけた
まわらせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。

新しい窓口の 
盛岡営業所は 
こちらです 

公民館からのお知らせ 

８月24日（火）
14：30～16：00

日　　時

長寿社会は笑いと健康から

内　　容

岩手県衛生研究所　所長
玉田清治氏

講　　師

８月23日（月）
10：00～11：30

日　　時

農民芸術概論綱要

内　　容

元花巻農業高校教師
高橋常男氏

講　　師
近代文学講座「宮沢賢治を語る」公開講座（中央公民館）

紫波平成大学・大学院公開講座（中央公民館）

中央公民館では７月に2つの公
開講座を開きます。関心のある
人は気軽に参加してください。

◆新しいお客さま窓口◆　東北電力株式会社盛岡営業所
〒020-8521 盛岡市紺屋町１-25 1653-2111

中央公民館図書室から
◆土・日曜の開館実施◆
中央公民館図書室では７月３日から土・

日曜も開館します＜８月７日（土）、14日

（土）、15日（日）除く＞。開館時間は午前

９：00～午後４：00です。いままで利用し

たことがない人はこの機会にどうぞ。

あわせて図書貸出・返却業務のボランテ

ィアを募集します。お願いする日は木曜午

後、土・日曜です。

問合せ　中央公民館1672-3372 有線01-2922

「個人年金」だけで大丈夫？
Ｑ　老後は、個人年金だけで国民年金には加入しなくて大丈夫

と思うのですが、本当ですか？

Ａ　民間で行っている個人年金は、貯蓄的性格であり受取り額

は積み立てた保険料に運用利息を加えたものです。このため将

来、物価や資金の変動や運用利回りが悪くなった場合は、受領

する金額に対応できない可能性があり、老後の生活設計を個人

年金だけに頼るのは、非常に危険です。

その点、国民年金は、国が責任をもって長期的な見通しで運

営しており、老齢基礎年金は、一生涯にわたり受けられる終身

の年金です。そして、その間の物価上昇により年金額の価値が

減少しないよう、変動に合わせて年金額を改正します。

したがって老後の生活設計は、国民年金を基本として考え、

個人年金はあくまでも補足と考えたほうが有利といえます。

■問合せ　町民課年金係1内線146、147 有線01-8900

岩手県民 
会館 与の字橋 

白沢せんべい店 

紺屋町番屋 競馬会館 

市役所 

野の花美術館 

 

テレビ 
岩手 

東銀 

東警 
察署 

中の橋 

草紫堂 

盛岡信金 
本店 

中三 
デパート 

バ
ス 

セ
ン
タ
ー 

紺屋町 

岩銀中の橋 
支店 

合
同
庁
舎 東北電力盛岡営業所 

＜ＰＲ＞



友
好
都
市
ポ
ー
テ
ジ
市

か
ら
十
八
名
が
来
町

ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
ポ
ー
テ
ジ
市
の
中

学
生
十
四
人
と
教
師
な
ど
四
人
が
町
を
訪
れ
、

十
一
日
間
の
滞
在
中
、
学
校
生
活
や
家
庭
生
活

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
町
で
見
か
け

た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
行
は
、
六
月
十
二
日
朝
、
教
育
委
員
長
や

教
育
長
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
が
待
ち
受

け
る
中
、
中
央
公
民
館
前
に
到
着
し
半
年
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

滞
在
中
の
主
な
出
来
事

十
四
日
は
町
内
の
各
中
学
校
で
歓
迎
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
紫
波
第
三
中
学
校
（
佐
藤
正
春

校
長
、
生
徒
二
百
三
十
四
人
）
で
は
祖
父
母
参

観
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
空
手
や
剣
道
、
ま
り
突
き
、

は
ね
つ
き
と
い
っ
た
日
本
の
武
道
や
遊
び
を
披

露
す
る
な
ど
、
会
場
の
体
育
館
は
、
大
き
な
笑

い
の
輪
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
役
場

を
訪
れ
、
藤
原
町
長
を
表
敬
訪
問
。
町
長
は

「
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
滞
在
中
は
日
本

の
文
化
に
触
れ
楽
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
そ
れ
に
応

え
引
率
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の
ス
ー

ザ
ン
・
デ
ビ
ッ
ト
ソ
ン
教
頭
は
「
た
い
へ
ん
緑

が
き
れ
い
な
町
で
す
。
有
意
義
な
交
流
が
で
き

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

十
六
日
夜
に
は
、
完
成
し
た
て
の
宿
泊
施
設

「
湯
楽
々
」
の
大
広
間
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

主
催
の
合
同
夕
食
会
が
催
さ
れ
、
ホ
ス
ト
や
そ

紫波ネット 14

21日の阿部夏樹君とトラビス・シャー君の誕生パ
ーティー。焼き肉を食べながら、身振り手振りを
交えての交流でした（長岡　阿部寛治さん宅）

障
害
の
壁
を
乗
り
こ
え

ス
ポ
ー
ツ
祭
典
が
開
催

日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
六
月
五
日
、
岩
手
県
営
運
動
公
園
を
主

会
場
に
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
な
ど
各
開
か
れ

ま
し
た
。
今
年
は
肢
体
不
自
由
や
車
い
す
、
聴

覚
障
害
な
ど
の
身
体
障
害
部
門
の
ほ
か
、
知
的

まちで見つけた出来事を
写真とともにご紹介します

アーチェリー競技（身障部門）の様子（ふれあいランド岩手）
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の
家
族
、
学
校
関
係
者
な
ど
八
十
人
ほ
ど
が
集

り
に
ぎ
や
か
に
交
流
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
初

め
に
ポ
ー
テ
ジ
市
の
中
学
生
が
自
己
紹
介
を

し
、
ホ
ス
ト
の
中
学
生
が
日
本
語
に
通
訳
。

「
き
れ
い
な
町
」「
楽
し
い
」「
日
本
の
食
べ
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

そ
の
後
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

し
ま
し
た
。

浴
衣
が
お
気
に
入
り

引
率
の
教
師
た
ち
は
各
中
学
校
を
訪
問
し
、

ア
メ
リ
カ
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、お
茶
、
お
花
、着
付
と
い
っ
た
日

本
の
伝
統
文
化
に
も
積
極
的
に
挑
戦
。
浴
衣
姿

で
中
央
保
育
所
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
び
っ

く
り
さ
せ
る
と
い
っ
た
ほ
ほ
え
ま
し
い
ひ
と
幕

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

別
れ
を
惜
し
む
声

二
十
一
日
に
は
、
紫
波
第
二
中
学
校
の
阿
部

夏
樹
君
（
長
岡
）
と
ト
ラ
ビ
ス
・
シ
ャ
ー
君
の

誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

二
人
の
誕
生
日
が
た
ま
た
ま
一
日
違
い
だ
っ
た

こ
と
か
ら
家
族
が
計
画
し
た
も
の
。
友
達
や
ポ

ー
テ
ジ
市
の
中
学
生
も
駆
け
つ
け
、
暗
く
な
る

の
も
忘
れ
話
が
弾
み
、「
や
っ
と
慣
れ
た
の
に
」

と
別
れ
を
惜
し
む
声
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま

し
た
。

メ
ー
ル
の
活
用

教
育
委
員
会
で
は
六
月
十
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
今
回
の
訪
問
訪
問
団
一
行
の
記

録
を
掲
載
。
ア
メ
リ
カ
の
家
族
か
ら
は
「
元
気

な
姿
を
見
て
安
心
し
た
」「
誕
生
日
お
め
で
と

う
」
な
ど
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
今
年
も
十

二
人
の
中
学
生
が
ポ
ー
テ
ジ
市
に
出
か
け
ま
す

が
、
今
後
ま
す
ま
す
メ
ー
ル
が
有
効
に
活
用
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

障
害
と
精
神
障
害
の
種
目
が
新
た
に
設
け
ら

れ
、
障
害
の
壁
を
越
え
た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。町

か
ら
は
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
二

十
名
が
参
加
。
晴
れ
上
が
っ
た
夏
空
の
下
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

紫
波
高
校
生
が
町
内
企
業
訪
問

就
職
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に

県
立
紫
波
高
等
学
校
（
木
村
雄
次
校
長
、
生

徒
数
七
百
六
人
）
の
三
年
生
五
十
六
人
が
六
月

十
七
日
、
町
内
の
三
事
業
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

町
内
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
生
徒
の
就
職
活

動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
町
と
町
商
工
会

が
企
画
し
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
岩
手
畜
産
流
通
セ
ン
タ
ー
、
エ
ヌ

ケ
ー
紫
波
（
株
）
の
二
社
と
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
い
や
ま
荘
を
訪
問
。
生
徒
は
真
剣
な

面
持
ち
で
、
担
当
者
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
工

場
を
見
学
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

（写真左上）浴衣姿の外国人に中央保
育所の子どもたちもびっくり。でも
すぐに人気者に

（写真上）初めての茶道の作法にチャ
レンジする様子。お味の方は？

（写真左）藤原町長をはじめ出迎え
の人たちと記念写真。いつも笑顔が
たえない皆さんでした

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



長
年
の
功
績
認
め
ら
れ

岩
手
県
人
会
か
ら
感
謝
状

五
月
二
十
三
日
、
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
岩
手
県
人
の
集
い
（
主
催
岩
手
県
人
連
合

会：

高
橋
圭
三
会
長
）
が
藤
原
町
長
も
招
か
れ

開
催
。
同
連
合
会
の
副
会
長
と
し
て
、
長
年
わ

た
り
会
の
発
展
に
功
績
さ
れ
た
故
高
橋
馨
さ
ん

（
紫
波
町
ふ
る
さ
と
会
初
代
会
長
）
に
感
謝
状
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

納
税
功
労
者
と
し
て

二
団
体
に
表
彰
状

行
政
区
単
位
で
納
期
限
内
納
付
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
納
税
貯
蓄
組
合
。
そ
の
成
績
が

優
秀
で
あ
る
と
し
て
、
町
内
か
ら
二
つ
の
組
合

が
盛
岡
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

六
月
九
日
、
同
連
合
会
総
会
の
席
上
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
古
館
第
一
区
納
税
貯
蓄
組
合

（
川
村
榮
一
組
合
長
）
と
赤
石
第
十
七
区
納
税
貯

蓄
組
合
（
菅
原
幸
雄
組
合
長
）
が
納
税
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

代理で感謝状を受けた長男高橋茂さん（左）と藤原町長（右）

今
回
で
第
九
回
を
数
え
る
野
村
記
念
講
座

が
六
月
二
十
日
、
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す

記
念
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

質
の
高
い
講
演
と
音
楽
が
楽
し
め
る
こ
と
か

ら
、
毎
回
人
気
の
高
い
野
村
記
念
講
座
で
す

が
、
今
回
も
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
百
八
十

人
が
詰
め
か
け
、
開
演
前
か
ら
会
場
は
期
待

感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

開
会
直
後
に
行
わ
れ
た
講
演
は
「
胡
堂
・

あ
ら
え
び
す
に
寄
せ
ら
れ
た
千
百
通
の
た
よ

り
か
ら
」
と
い
う
演
題
で
、
財
団
法
人
民
族

学
研
究
所
に
勤
務
す
る
佐
藤
昭
八
さ
ん
が
話

さ
れ
ま
し
た
。
野
村
家
を
は
じ
め
、
文
人
、

著
名
人
と
の
交
流
を
実
際
の
手
紙
を
抜
粋
し

な
が
ら
の
講
演
は
、
身
近
な
存
在
と
し
て
胡

堂
・
あ
ら
え
び
す
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

続
い
て
は
東
京
音
楽
大
学
教
授
で
あ
り
日

本
作
曲
家
協
議
会
理
事
を
務
め
る
西
村
朗
さ

ん
の
作
品
が
、
糸
井
正
博
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、

苅
田
雅
治
さ
ん（
チ
ェ
ロ
）、
有
森
博
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）
の
手
に
よ
り
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
西
洋

は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
の
音
楽
を

取
り
入
れ
た
作
品
は
ざ
ん
新
で
、
演
奏
家
の

皆
さ
ん
も
汗
を
流
し
な
が
ら
の
熱
演
で
し
た
。

最
後
は
国
内
外
で
活
躍
す
る
嶺
貞
子
さ
ん

の
ソ
プ
ラ
ノ
で
締
め
く
く
り
。
昔
か
ら
親
し

ん
だ
童
謡
も
盛
り
込
ま
れ
、
楽
し
げ
な
ム
ー

ド
に
あ
ふ
れ
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

名
講
演
、
名
演
奏
の
ひ
と
と
き
に

百
八
十
人
が
詰
め
か
け
る

（上写真）西村朗さんの軽妙な解説に会場は
なごやかなムードに包まれました

（左写真）会場に響き渡る嶺さんのソプラノ
にうっとり

（下写真）さまざまな書簡が紹介された佐藤
昭八さんの講演

第９回
野村記念講座

紫波ネット 16



女
性
の
パ
ワ
ー
全
開

婦
人
体
育
祭
が
開
催

婦
人
の
健
康
増
進
と
融
和
を
目
的
に
、
七
月

四
日
紫
波
町
婦
人
体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

紙
に
書
い
て
あ
る
金
額
分
の
商
品
を
バ
ッ
ク
に

詰
め
込
む
「
マ
イ
バ
ッ
ク
レ
ー
ス
」
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
競
技
に
三
百
人
ほ
ど
の
婦
人
が
集
い
華

や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

表彰状を手に川村榮一組合長（左）と菅原幸雄組合長（右）

360歳ソフトボール大会が6月に開催。79チームが参加

し熱戦が繰り広げられました。１部は赤石の陰沼Ａ，２部
は赤石の桜町南通り、公民館単位での総合の部は古館地区
がそれぞれ優勝を飾りました。

小さな子をもつ親を対象にしたチャイルドシート着用指
導会が５月19日と６月18日に開かれました。来年から着用

が義務づけられることから、参加者は着用の必要性をあら
ためて認識していました。

名誉町民で「たきび」の作詞者巽聖歌の業績を顕彰する
「巽聖歌童謡まつり」が６月26日に行われました。県内各

地から童謡愛好会11団体が参加。「海」「赤い靴」など50曲

近くを始終笑顔で合唱しました。

６月12日、ポイ捨て監視員と役場職員合同で町内各地を

一斉清掃しました。ごみ袋も多数用意しましたが、集めら
れたごみは少量で「条例の効果が早くも出ているのか」と
の声も聞かれました。

ま ●ち ●で ●見 ●つ ●け ●た ●こ ●ん ●な ●話 ●題

17 S H I W A  N E T

フォークダンスで交流



愛のかたち献血
人間の生命を維持するために欠くことのできない血液は、

科学が進歩した現代でも、人工的につくり出すことはできま

せん。さらに生きた細胞である血液は、長期間の保存も不可

能です。

現在、輸血用の血液はすべて国内で行われる献血でまかな

われています。つまり皆さんの善意によって支えられている

のです。

かつて日本では、不充分な検査のため感染事故が起こった

り、売（買）血行為が行われ、劣悪な血液が出回ったりしてい

ました。これらが改善されたのは昭和39年、国内での血液確保

の手段は献血のみとなってからです。またこれ以降厳しい検

査が行われるようになり、安全性の高い血液を提供できるよ

うになりました。

献血者に優しい献血は何？
献血の種類には、全血献血と成分献血の２タイプがありま

す。全血献血は血液中のすべての血液成分を献血する方法で、

400k献血と、200k献血の２種類があります。成分献血は成分

採血装置を用いて血しょうや血小板のみを採取するものです。

回復の遅い赤血球は再び体内に戻すので、献血者には身体へ

の負担が軽い献血方法です。

安全性を高めるために
需要が多く治療効果の高い

400k献血や成分献血は、小人数

の血液でも輸血することができ

るため、副作用の危険性を減少さ

せるというメリットがあります。

なお、献血をした人には200k

献血で７項目、400k献血・成分

献血で15項目の検査結果をお知

らせします。健康管理に役立て

てください。

町内各地および事業所などで

献血への協力を呼び掛けていま

す。献血車「まごころ号」を見

かけたら、どうぞ足を運んでく

ださい。

■７月は「愛の血液助け合い運動」月間です。

■問合せ　長寿健康課1672-4522 有線01-8991

善意の窓
◆堀内リョウ子さん（日詰）は県政功労賞受
賞記念として宮沢賢治漫画館全５巻を中央公
民館胡堂文庫に

◆盛岡南ショッピングセンター（田森悠太郎
代表理事）と菅原書店（菅原一代表取締役）
は直径36cm台付きの締め太鼓と同宮太鼓
（570,000円相当）を紫波第一中学校に

献血マスコット　ホスピー

献血後の注意事項

・採血直後は腕に力を入れない

・採血直後の飲酒は避ける

・採血当日の激しいスポーツは避ける

・自動車などの運転をする人は、十分な休憩をとる

・水分を十分に補給する

「愛の血液助け合い運動」月間
７月１日から31日まで県下一斉に「愛の血液
助け合い運動」が展開されます。皆さんの献
血へのご協力をお願いします。

献血ありがとう
成分献血【６月７日（月）】
紫波町役場 19人
全血献血【６月17日（木）】
佐比内公民館 200k３人　400k４人
イワテプリミート 200k６人　400k９人
マックスバリュー紫波店 200k５人　400k４人
全血献血【６月25日（金）】
町保健センター 200k11人　400k14人
丸の内工芸 200k４人　400k５人
県立紫波病院 200k３人　400k４人

昭和60年４月から「まちのぶんげいコーナ

ー」川柳の選者としていつも広報誌を支え

ていただいている熊谷岳朗さんが句集「風

はうたう」を出版しました。

あとがきで「人生は風との出会い、人と

いう風に出会えた喜び、川柳という風に

出会えた喜びを

噛みしめていま

す」と岳朗さん。

記念すべき句

集を寄贈されま

したので町の図

書館でご覧くだ

さい。

紫波ネット 18

川柳の選者・熊谷岳朗さんが
句集「風はうたう」を出版

熊谷岳朗さんと
出版された「風はうたう」
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氏
　
　
名
　
（
住
　
所
）

届
出
人

川
村
　
征
剛
せ
い
ご
う

（
日
　
詰
）

壮
　
平

熊
谷
　
洸
哉
こ
う
や

（
桜
　
町
）

善
　
行

高
橋
　
和
也
か
ず
や

（
桜
　
町
）

幸
　
子

鎌
田
　
瑞
生
み
ず
き

（
北
日
詰
）

利
　
夫

熊
谷
　
　
航
わ
た
る

（
紫
波
中
央
駅
前

）

英
　
二

荒
木
田
　
舜
し
ゅ
ん

（
北
日
詰
）

文
　
人

小
野
　
榛
奈
は
る
な

（
桜
　
町
）

寿
　
雄

工
藤
　
佳
奈
か

な

（
船
久
保
）

圭
　
三

中
澤
　
　
豪
す
ぐ
る

（
中
　
島
）

勝
　
由

中
村
　
舞
海
ま

み

（
二
日
町
）

文
　
俊

片
山
　
碧
祥
み
さ
き

（
片
　
寄
）

博
　
基

木
戸
場
和
真
か
ず
ま

（
日
　
詰
）

秀
　
美

藤
村
　
百
花
も
も
か

（
高
水
寺
）

重
　
昭

似
内
　
　
響
ひ
び
き

（
二
日
町
）

重
　
信

大
崎
　
海
里
か
い
り

（
北
日
詰
）

龍
　

森
山
　
涼
子
り
ょ
う
こ

（
土
　
舘
）

美
知
夫

氏
　
　
名
　
（
住
　
所
）

父
　
母

細
川
　
孝
久
　
（
土
　
舘
）

忠
　
彦

佐
藤
　
礼
子
　
（
矢
巾
町
）

一
　
二

菊
池
　
智
栄
　
（
南
伝
法
寺
）
悦
　
郎

阿
部
　
祐
子
　
（
矢
巾
町
）

三
　
之

佐
々
木
克
俊
　
（
中
　
島
）

勝
　
見

高
橋
美
智
代
　
（
盛
岡
市
）

雄
　
逸

阿
部
　
浩
巳
　
（
日
　
詰
）

信
　
男

佐
藤
サ
キ
子
　
（
矢
巾
町
）

功

伊
藤
　
孝
浩
　
（
上
平
沢
）

利
　
夫
　

小
野
寺
美
智
子
（
犬
吠
森
）

秀
　
司

横
沢
　
　
知
　
（
栃
　
内
）

克
　
巳

吉
田
ひ
と
み
　
（
玉
山
村
）

靖
　
雄

阿
部
　
　
力
　
（
犬
吠
森
）

清
　
孝

石
川
　
溶
子
　
（
玉
山
村
）

隆
三
郎

佐
々
木
　
修
　
（
西
長
岡
）

榮
　
吉

小
林
由
季
子
　
（
雫
石
町
）

勉

氏
　
名
　
年
齢
（
住
　
所
）
届
出
人

高
橋
　
大
造
　
87
（
土
　
舘
）
征
　
司

戸
塚
　
喜
助
　
71
（
日
　
詰
）

忠
　

高
橋
幸
次
郎
　
74
（
土
　
舘
）
信
　
夫

藤
尾
慶
次
郎
　
59
（
日
　
詰
）
徳
　
裕

松
岡
　
エ
サ
　
77
（
片
　
寄
）

勇
　

長
谷
川
浩
三
　
74
（
日
詰
西
）
行
　
洋

高
橋
　
弘
一
　
68
（
犬
　
渕
）
勝
　
男

高
橋
　
勇
子
　
57
（
佐
比
内
）

實
　

阿
部
　
富
男
　
79
（
北
　
田
）

敏

佐
々
木
良
八
　
75
（
佐
比
内
）
教
　
明

田
口
　
邦
三
　
71
（
日
　
詰
）
婦
　
二

高
橋
　
ク
ラ
　
92
（
中
　
島
）
正
　
義

立
花
　
文
造
　
83
（
北
日
詰
）
ヒ
　
ロ

阿
部
　
益
子
　
73
（
犬
吠
森
）
小
川
口
修
司

菅
原
　
健
二
　
81
（
南
伝
法
寺
）
健
良

村
上
　
茂
雄
　
81
（
稲
　
藤
）
尊
　
有

立
花
　
廉
二
　
76
（
宮
　
手
）
靖
　
行

阿
部
　
　
忠
　
69
（
高
水
寺
）
忠
　
人

佐
藤
　
シ
ナ
　
77
（
彦
　
部
）
昭
　
宣

畑
山
　
儀
一
　
81
（
犬
　
渕
）
昭
　
一

泉
　
　
サ
ダ
　
71
（
高
水
寺
）
勝
　
三

長
谷
川
良
三
　
63
（
北
日
詰
）
勝
　
洋

川
口
マ
ツ
子
　
86
（
犬
吠
森
）
英
　
雄

小
田
中
一
清
　
52
（
北
日
詰
）
秀
　
子

須
川
銀
次
郎
　
96
（
下
松
本
）
繁
　
男

藤
原
　
ア
イ
　
75
（
二
日
町
）

博
　

作
山
ノ
リ
子
　
59
（
星
　
山
）

雄

細
川
　
　
盛
　
79
（
西
長
岡
）

章
　

佐
藤
市
太
郎
　
95
（
小
屋
敷
）
義
　
美

秀
逸
　
夕
日
ま
た
少
し
も
ど
り
て
峡か
い

の
虹

（
佐
比
内
）
高
橋
　
順
子
　

評

美
し
い
峡
谷
に
虹
が
出
た
た
め
か
、
作
者

の
動
き
の
た
め
か
、
沈
み
か
け
た
夕
日
が
少
し

戻
っ
た
よ
う
な
微
妙
な
感
じ
を
捕
え
て
よ
い
。

佳
作

高
台
の
ホ
テ
ル
ぼ
か
し
て
二
重
ふ
た
え

虹

（
南
伝
法
寺
）
熊
谷
や
え
の

佳
作

夜
勤
果
つ
虹
く
ぐ
り
た
る
鳩
の
群

（
中
　
島
）
大
原
　
秀
子

入
選

虹
く
ぐ
り
電
車
都
へ
新
幹
線

（
大
　
巻
）
作
山
　
和
子

入
選

虹
の
輪
に
す
っ
ぽ
り
入
り
し
紫
波
郡
ご
お
り

（
南
伝
法
寺
）
兼
平
よ
し
え

入
選

虹
の
尾
の
ま
だ
濃
さ
残
る
郷さ
と

の
空

（
上
平
沢
）
斎
藤
　
静
子

入
選

虹
の
彩い
ろ

一
つ
は
海
の
色
あ
り
て

（
平
　
沢
）
藤
尾
　
艶
子

入
選

夕
虹
や
遮
断
機
降
り
て
通
過
待
つ

（
犬
　
渕
）
一
戸
　
一
秀

入
選

牧
牛
ま
き
う
し

の
眼め

の
中
映
ゆ
る
春
の
虹

（
土
　
舘
）
畠
山
　
敦
子

入
選

オ
レ
ン
ジ
の
一
色
ひ
と
い
ろ

濃
ゆ
き
虹
か
か
る

（
上
平
沢
）
城
戸
美
江
子

入
選

も
み
ぢ
の
手
吾
子
あ

こ

指
す
彼
方

か
な
た

虹
の
帯

（
桜
　
町
）
小
原
久
美
子

題
　
八
月
＝
草
い
き
れ
　
九
月
＝
墓
参
り

特
選
　
廃
屋
の
庭
守
る
が
に
連
翹
の

咲
き
ゐ
る
花
の
満
ち
み
ち
て
見
ゆ

（
遠
　
山
）
西
野
　
サ
キ

評

住
む
人
の
い
な
い
荒
れ
た
庭
を
守
る
様
に

れ
ん
ぎ
ょ
う
が
咲
き
盛
っ
て
い
る
と
い
う
、
人

の
住
ま
な
く
な
っ
て
荒
れ
た
庭
を
見
て
の
哀
感

を
歌
っ
た
一
首
。

秀
逸

燭
の
炎
の
ご
と
き
蕾
も
つ
山
牡
丹

の
花
や
う
や
く
に
咲
く

（
中
　
島
）
山
崎
　
將
美

評

燭
の
炎
の
様
な
蕾
を
つ
け
て
い
た
山
牡
丹
、

そ
の
花
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
気
持
ち
が
「
や
う

や
く
に
咲
く
」
と
い
う
結
句
で
支
え
た
歌
と
思
う
。

佳
作

朝
焼
け
の
ひ
ろ
ご
り
て
ゆ
く
頃
ほ
ひ

に
家
の
め
ぐ
り
に
草
刈
る
音
す

（
上
平
沢
）
浅
沼
　
久
夫

佳
作

二
ヶ
月
の
入
院
生
活
終
へ
て
来
し
家

に
て
食
ぶ
る
味
噌
汁
う
ま
し

（
稲
　
藤
）
細
田
ま
こ
と

佳
作

萌
え
そ
め
し
欅
並
木
路
あ
ゆ
み
ゆ
く

田
面
吹
き
く
る
風
受
け
つ
つ

（
北
日
詰
）
佐
々
木
た
み
お

特
選
　
私
の
会
費
に
夢
を
乗
せ
て
や
り

（
中
　
島
）
山
崎
　
將
美

評

発
想
が
い
い

秀
逸

受
付
け
の
笑
顔
に
会
費
の
手
も
嬉
し

（
星
　
山
）
半
田
　
浩
美

秀
逸

会
費
制
終
り
ま
で
い
る
う
れ
し
い
日

（
東
長
岡
）
半
田
　
さ
ち

佳
作

盛
会
へ
軽
い
会
費
が
気
に
か
か
り

（
片
　
寄
）
畠
山
　
勇
子

佳
作

会
費
制
飲
め
な
い
人
へ
す
み
ま
せ
ん

（
南
伝
法
寺
）
細
川
　
清
一

佳
作

会
費
制
乾
杯
だ
け
が
元
気
よ
い

（
北
日
詰
）
北
見
　
城
山

佳
作

無
抵
抗
に
会
費
は
ハ
イ
と
出
す
こ
と

に
　
　
　
（
日
　
詰
）
畠
山
　
軍
子

佳
作

後
援
会
会
費
と
言
わ
れ
渋
く
出
す

（
稲
　
藤
）
細
田
ま
こ
と

佳
作

会
費
の
様
に
相
談
し
て
み
る
見
舞
金

（
日
　
詰
）
内
川
　
茂
子

佳
作

会
費
制
み
ん
な
気
楽
な
顔
で
来
る

（
日
　
詰
）
葛
岡
　
ヒ
デ
子
佳
作

佳
作

爪
立
も
義
理
も
な
く
し
て
会
費
制

（
片
　
寄
）
畠
山
　
　
聡

題
　
八
月
＝
汗
　
九
月
＝
似
合
う

短
　
歌
【
菅
原
照
子
・
選
】

川
　
柳
【
熊
谷
岳
朗
・
選
】

俳
　
句
【
吉
田
一
路
・
選
】

お
誕
生

お
め
で
と
う

ご
結
婚

お
め
で
と
う

お
く
や
み

申
上
げ
ま
す

平
成
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
か
ら
、
町

に
住
所
の
あ
る
人
を
届
け
出
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

あなたの作品をお寄せ下さい。毎月20日までにハガキで役場広報まで。

（（（ （ （ （ （ （
人
口
の
動
き
　

人
　
口
３
３
１
６
９
人

（
プ
ラ
ス
11
人
）

男

１
５
９
２
２
人

（
マ
イ
ナ
ス

５
人
）

女

１
７
２
４
７
人

（
プ
ラ
ス
16
人
）

世
　
帯

９
２
４
４
世
帯

（
プ
ラ
ス
17
世
帯

）

人
　
口
３
２
７
１
５
人

（
４
５
４
人
）

男

１
５
７
６
１
人

（
１
６
１
人
）

女

１
６
９
５
４
人

（
２
９
３
人
）

世
　
帯

８
９
８
９
世
帯

（
２
５
５
世
帯

）

◆
１
年
前
は
（
今
年
と
の
差：

増
分
）

◆
平
成
11
年
６
月
30
日
現
在
（
前
月
比
）
◆
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◆暑くなってきました。８月４日からはい
よいよインターハイが始まります。町のあ
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国から集まる人たちに紫波町を知ってもら
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したいですね。
誌面の都合で「我がサークルただいま奮

闘中」、「達人拝見」などのコーナーはお休
みします。

（佐藤）

撮
影
地 

牛
ヶ
馬
場
公
民
館
周
辺 

公
民
館 

コ
ン
ビ
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岡
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町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

【
祖
先
の
選
択
に
感
謝
を
込
め
て
】

日
本
民
族
は
農
耕
民
族
で
あ
り
、
穏

和
・
勤
勉
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
か
ら
伝
わ
っ
た
農
耕
文
化
の
中
で

発
展
し
た
稲
作
は
、
日
本
の
気
候
風
土
に

適
し
た
も
の
と
な
り
、
や
が
て
主
食
と
し

て
、
営
々
と
一
筋
に
作
ら
れ
続
け
て
い
る

の
で
す
。

水
田
の
持
つ
機
能
は
、
稲
を
育
て
る
だ

け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
の
生
活
上
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
水

を
貯
め
る
こ
と
で
、
大
き
な
恵
み
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
水
稲
栽
培
に
は
並
々

な
ら
ぬ
犠
牲
（
数
年
続
き
の
凶
作
な
ど
）

が
つ
き
ま
と
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
も
発
展
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
考
え

る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
に
最
適
な
主
食
で
あ

る
稲
作
を
教
え
て
く
れ
た
祖
先
に
感
謝
の

念
を
深
く
感
じ
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

先
見
性
に
敬
意
を
表
し
、
い
つ
し
か
減
反

が
少
な
く
な
る
こ
と
を
願
う
の
み
で
す
。

（
藤
原
　
孝
）

赤
沢
・
牛
ヶ
馬
場
に
て
―
―

ア
ジ
サ
イ
の
道
を
訪
ね
る

そ
の
情
報
は
「
ふ
れ
あ
い
果
林
号
」
を
運
転
し
て
い

る
藤
井
圭
一
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
赤
沢
地
区
を
定
期
バ
ス
で
一
日
二
便
運
行
し
て
い

ま
す
が
、
牛
ヶ
馬
場
公
民
館
通
り
の
両
側
に
ア
ジ
サ
イ

が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
い
つ

こ
の
花
が
見
ご
ろ
に
な
る
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
地
区
の
方
々
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
道
は
町
内
で
も
見
あ
た
り
ま
せ
ん
‥
‥
（
後
略
）」

訪
ね
て
み
る
と
牛
ヶ
馬
場
公
民
館
周
辺
だ
け
な
く
、

周
辺
の
道
す
べ
て
に
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

ほ
と
ん
ど
車
も
通
ら
な
い
道
を
、
風
が
渡
り
ア
ジ
サ
イ

の
花
と
周
り
を
囲
む
ブ
ド
ウ
畑
の
葉
を
揺
ら
す
。

そ
の
風
が
運
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

い
つ
の
日
か
‥
と
ふ
と
思
っ
た
。
―
―
成
長
が
早
く
、
株

が
大
き
く
な
り
や
す
い
ア
ジ
サ
イ
が
い
つ
の
日
か
こ
の

道
路
の
両
わ
き
を
埋
め
尽
く
す
。
い
つ
の
間
に
か
「
ア
ジ

サ
イ
ロ
ー
ド
」
は
町
の
名
物
と
な
り
、
多
く
の
人
た
ち

が
梅
雨
を
待
ち
遠
し
く
な
る
―
―
。
そ
ん
な
夢
想
を
笑
う

か
の
よ
う
に
ア
ジ
サ
イ
が
ま
た
揺
れ
た
。


